



Interventional Radiology における CTおよび C-arm CBCTの役割
昭和大学藤が丘病院放射線科













一方，CTやMRI などの断層画像は 10 年前に比べ
明らかに進歩している．放射線科が関わる IVR に
おいて，利用頻度の高い断層データは造影CTであ








































が必要である．10 年前の 4 列 MDCT で撮影され
たグラフト吻合部瘤の画像を示す（図 3）．4 列
































































































































































































































































（図 9c）．CT下で行う IVR 手技は極めて細かいレ
ベルにある．そのすべてを C-arm CBCT ガイド下
に行えるか，疑問が残る領域もある．
現状と展望
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